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現
況
と
今
後

近
年
、
地
域
の
方
が
学
校
に
来
て
本

の
読
み
聞
か
せ
や
敦
賀
の
む
か
し
話
、

戦
争
の
時
の
よ
う
す
を
話
し
て
く
れ
る

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
に
幅
が
で

き
、
従
来
の
学
校
で
は
味
わ
え
な
い
体

験
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。ま

た
、
お
手
玉
や
凧
づ
く
り
、
わ
ら

細
工
、
竹
細
工
な
ど
昔
の
遊
び
・
伝
統

工
芸
の
指
導
者
の
方
々
が
よ
く
来
て
く

だ
さ
い
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
の
子
ど
も
た
ち
の
目
は

生
き
生
き
と
輝
い
て
い
ま
す
。

「
生
き
た
知
恵
、
技
能
」
を
目
の
あ

た
り
に
し
、
子
ど
も
た
ち
の
中
に
も
楽

し
く
実
感
を
と
も
な
っ
た
理
解
が
根
づ

き
始
め
て
い
ま
す
。

昔
、
近
所
の
お
じ
ち
ゃ
ん
お
ば
ち
ゃ

ん
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
ま
た
、

親
の
や
る
こ
と
を
見
な
が
ら
普
段
の
生

活
の
中
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
覚
え
た
よ

う
に
、
子
ど
も
た
ち
が
健
全
に
育
つ
た

め
に
は
、
学
校
や
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
方
々
の
ご
支
援
が
と
て
も
重
要

で
、
こ
れ
こ
そ
が
地
域
の
教
育
力
の
基

盤
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

学
校
を
支
援
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
言
っ
て
も
、
何
も
む
ず
か
し

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
が
普
段
行
っ
て
い
る
活
動
や

趣
味
、
特
技
の
中
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

と
で
き
る
内
容
を
考
え
て
い
た
だ
い
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

実
際
の
活
動
の
際
に
は
、
当
然
学
校

の
教
職
員
が
主
に
子
ど
も
の
指
導
を
い

た
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

地域教育コミュニティづくり地域教育コミュニティづくり

敦
賀
市
で
は
、
地
域
の
方
々
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
育
て
、「
地
域
（
ふ
る
さ

と
）
の
中
で
、
地
域
の
人
た
ち
と
生
活
し
て
い
る
！
」
と
い
う
実
感
が
持

て
る
よ
う
な
地
域
社
会
（
共
同
体
）
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

「
地
域
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
と
名
付
け
た
こ
の
取
り
組
み
に
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

趣
味
や
特
技
を
生
か
し
て

▼
本
の
読
み
聞
か
せ

▼
生
花
、
茶
道
、
合
唱
、
楽
器
演
奏
な
ど
の
指
導

▼
語
り
部
（
地
域
の
昔
の
姿
や
戦
争
体
験
談
な
ど
）

▼
英
会
話
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
自
然
探
索
等
指
導

▼
料
理
、
昔
の
遊
び
、
わ
ら
細
工
、
竹
細
工

▼
花
、
野
菜
な
ど
の
栽
培
、
動
物
の
飼
育

▼
点
字
や
手
話
通
訳
指
導

▼
ス
ポ
ー
ツ
指
導
　
な
ど

そ
の
ほ
か

▼
校
外
で
の
学
習
の
際
の
交
通
安
全
指
導

▼
遠
足
や
学
校
行
事
な
ど
の
手
助
け
　
な
ど

▽
学
校
花
壇
や
学
校
園
の
整
備

▽
学
校
図
書
館
の
本
の
整
理
、
本
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
（
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
入
力
）

▽
校
舎
の
内
外
の
美
化
、
簡
単
な
補
修

▽
植
木
の
せ
ん
定
・
雪
吊
り
、
草
刈
り
、

除
草
　
な
ど

ご支援いただける方は、まず、ボランティアの申し込みをしてい

ただき、「学校支援ボランティア・リスト（名簿）」に登録します。

このリストにより各学校の学習内容に合わせて依頼をします。

日時や内容など詳細を相談し、依頼校に出向いてください。

活動までの流れ

別紙申込書または、最寄りの学校や

公民館等にある申込書に必要事項を

記入して、学校や公民館等または学

校教育課に提出してください。

申し込みのあった人の名簿を作りま

す。

各学校で、特色ある学校づくりの計

画を立て、必要とするボランティア

をボランティア・リストから選びま

す。そして、事前に電話などでお願

いと細かな打ち合わせをします。

ボランティア活動に参加してくださ

る方が決定すると、市の負担でボラ

ンティア保険に加入します。加入手

続きは活動をいただく学校の方で行

います。

これで、実際に学校でのボランティ

ア活動に参加していただきます。

申 し 込 み

ボランティアリスト作成

学校と事前打合せ

ボランティア保険加入

授
業
や
学
校
行
事
の

お
　
手
　
伝
　
い

そ
の
他
こ
ん
な
活
動
も

小
中
学
校
で
「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
し
ま
せ
ん
か

募
集
対
象

市
内
外
を
問
わ
ず
、
お
力
を
貸
し
て
い
た
だ
け
る
方

申し込みいただいた方全員に依頼があるとは限りませんので、
あらかじめご了承ください。

実際の活動



2000 夏二号広報つるが

5 4

2000 夏二号広報つるが

下
記
の
「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
込
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
学
校
教
育
課
、
ま
た
は
近
く
の
学
校
、

公
民
館
、
図
書
館
、
プ
ラ
ザ
萬
象
、
少
年
自
然
の
家
、
少

年
愛
護
セ
ン
タ
ー
、
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
、
博
物
館
、
総

合
運
動
公
園
、
市
立
体
育
館
、
武
道
館
ま
で
お
届
け
く
だ

さ
い
。

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
　
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
を
リ
ス
ト
に
登
録
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
各
学
校
の
活
動
に
応
じ
て
学
校
か
ら

お
手
伝
い
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
　
活
動
に
要
す
る
材
料
な
ど
諸
準
備
費
用
は
、
市
が

負
担
し
ま
す
。（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
自
体
に
対
し

て
は
謝
金
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
）

平成１２年度　学校支援ボランティア申込書

平成１２年　　月　　日

敦賀市教育委員会　宛

私は次のとおり学校支援ボランティアに登録をします。

ふりがな
印　　　　性　別　　　男　・　女

氏　　名　

生年月日　　大正・昭和　　　　年　　　月　　　日　（ 歳）

住　　所 〒

電話番号 －

支援できる　(具体的に記入ください)

活動内容

希望事項　　希望校がある場合（小学校、中学校の別、あるいは学校名）

その他

地域教育コミュニティづくり

申
し
込
み
方
法

※ボランティア保険加入のため、生年月日（年齢）も記入ください。

切　り　取　り　線（または、コピーしてお使いください）

問合せ・申込み先

教育委員会　学校教育課

学校支援ボランティア係　（市役所４階）

〒914ー８５０１

敦賀市中央町２丁目１ー１

1 22・８１６２・6 23・６９４４

平
成
９
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き

た
「
き
ら
め
き
ス
タ
ジ
ア
ム
」
が
完
成

し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
敷
地
面
積
４
５，

０

０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
総
事
業
費
お
よ

そ
21
億
円
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
同
時

に
４
面
と
れ
る
ほ
か
、
サ
ッ
カ
ー
や
学

童
野
球
な
ど
多
目
的
に
利
用
で
き
る
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
す
。

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
、

ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

施 設 の 利 用 料 金

☆ソフトボール専用球場（２面）

午前（９時～ 1 2時） 750円／面

午後（13時～17時） 750円／面

ナイター（19時30分～21時30分） 4,000円／面

☆多目的グラウンド（ソフトボール２面分）

午前（９時～ 1 2時） 1,500円

午後（13時～17時） 1,500円

ナイター（19時30分～21時30分） 8,000円

問合せ　スポーツ振興課　1２２ー８１５４
およそ1,000人収容の観覧席が満席に

きらめきスタジアム落成記念
「日本女子ソフトボールリーグ１部トップチーム招待試合」

豊田自動織機　VS シオノギ製薬

きらめきスタジアム全景
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７月３日、平成 1 2年度の「観光敦賀キャンペーン隊」５人の委嘱式が行われまし
た。今年から観光宣伝の幅をさらに広げ、違った視点からの特色を活かすため、名称
も「つるが観光キャンペーンレディー」から、新たに「観光敦賀キャンペーン隊」と
し、応募基準も年齢性別を問わず広く求めました。

審査の結果、女性ばかり５人となりましたが、年齢層には幅がありそれぞれの持ち
味を活かした敦賀の観光ＰＲを平成13年６月30日までの１年間、県内外で行います。

「
生
ま
れ
育
っ
た
喜
び
を
」

平
澤

ひ
ら
さ
わ

喜
久
美

き

く

み

さ
ん
（
52
歳
）

私
は
、
常
々
子
ど
も
た
ち
が
大
き

く
な
っ
た
ら
「
仕
事
の
か
た
わ
ら

自
分
流
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
度
、
は
じ
め
て
「
観
光
敦

賀
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
隊
」
の
審
査
基
準
が

年
齢
性
別
問
わ
ず
と
な
っ
た
事
を
知
り
、
早
速

応
募
、
私
が
最
高
齢
で
し
た
。
今
年
は
私
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
記
念
の
年
」
に
な
り
そ
う
で
す
。

春
、
山
地
区
の
マ
ナ
畑
・
金
ヶ
崎
の
桜
の
花
。
夏
、
東
浦
か
ら

西
浦
に
か
け
て
の
海
岸
線
と
松
原
海
水
浴
場
や
水
島
で
の
海
水

浴
。
秋
、
東
浦
地
区
の
日
本
最
北
端
と
な
る
み
か
ん
園
。
水
平
線

に
沈
む
夕
日
と
み
か
ん
狩
り
、
ち
ょ
っ
と
文
学
的
に
芭
蕉
の
足
跡

を
た
ど
っ
て
気
比
神
宮
や
色
が
浜
。
冬
、
深
々
と
降
り
積
も
る
雪

の
夜
の
静
け
さ
や
大
晦
日
み
ん
な
で
鳴
ら
す
煩
悩
の
鐘
西
福
寺
。

そ
ん
な
敦
賀
に
生
ま

れ
育
っ
た
喜
び
を
50
代

の
立
場
で
多
く
の
人
に

伝
え
て
い
き
ま
す
。

「
新
鮮
な
感
動
を
伝
え
た
い
」

宮
本

み
や
も
と

照
代

て
る
よ

さ
ん
（
32
歳
）

敦
賀
は
古
く
か
ら
日
本
海
有
数
の
港
町
と
し
て

栄
え
、
市
内
に
は
そ
の
繁
栄
を
物
語
る
数
多
く

の
名
所
、
旧
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
２
か
月
前
ま
で
東
京
都
で
12
年
間
住

ん
で
い
て
敦
賀
と
い
え
ば
「
原
子
力
発
電
所
」
の

印
象
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、

素
晴
ら
し
い
自
然
景
観
や
文
化

財
等
を
残
す
敦
賀
の
良
さ
を
知

り
ま
し
た
。
そ
の
新
鮮
な
感
動

を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
て
も
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、
私
の
実
家
は
福
井
市

に
あ
り
、
こ
の
機
会
に
故
郷
の

良
さ
も
、
も
う
一
度
私
自
身
見

つ
め
直
す
こ
と
が
出
来
た
ら
と

思
い
ま
す
。

こ
の
１
年
間
、
健
康
管
理
等

に
は
十
分
気
を
つ
け
て
、
初
心

を
忘
れ
ず
、
協
調
性
を
持
っ
て

明
る
く
楽
し
く
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

「
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
欲
し
い
」

西
村

に
し
む
ら

有
香

ゆ

か

さ
ん
（
21
歳
）

私
が
行
っ
て
い
る
仕
事
が
案
内
業
務
と

言
う
こ
と
も
あ
り
、
県
内
外
の
お
客
様

と
触
れ
合
う
機
会
が
多
く
、
よ
く
敦

賀
の
観
光
地
を
聞
か
れ
、
い
ろ
ん
な

場
所
を
ご
紹
介
し
ま
す
が
、
そ
の
時
、

「
敦
賀
と
い
う
街
が
知
ら
れ
て
い
な
い
な

あ
。」
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
が
思
う
敦
賀
は
、
日
本
の
三
大
松
原
と
呼
ば
れ
る
気
比
の
松
原
や

大
鳥
居
の
気
比
神
宮
と
言
っ
た
印
象
に
残
る
観
光
地
が
多
く
、
ま
た
、

海
に
面
し
て
い
る
た
め
魚
介
類
な
ど
の
食
べ
物
が
美
味
し
い
。
歴
史
に

残
る
遺
産
が
あ
る
。
そ
し
て
、
中
池
見
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
に
囲
ま

れ
た
環
境
で
す
。
こ
の
土
地
で
育
っ
て
き
た
私
に
と
っ
て
は
、
最
適
な

場
所
で
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
敦
賀
を
も
っ
と
県
内
外
の
人
に
知
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
私
自
身
も
敦
賀
と
い
う
土
地
を
今
以
上
に
詳
し
く
学
び
、

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

「
四
季
折
々
の
姿
を
出
会
っ
た
人
に
」

岡
本

お
か
も
と

聡
子

さ
と
こ

さ
ん
（
23
歳
）

私
は
今
23
歳
で
す
。
こ
の
23
年
間

の
う
ち
18
歳
か
ら
４
年
間
県
外
で

学
生
生
活
を
し
ま
し
た
。
18
歳
ま

で
敦
賀
で
過
ご
し
て
い
た
時
は
、
若

者
が
楽
し
め
る
所
が
少
な
く
華
や
か

な
都
会
の
方
が
と
て
も
魅
力
的
で
し
た
。

し
か
し
、
大
学
の
４
年
間
で
こ
の
考
え
は
変
わ
り
ま
し
た
。
休
暇

ご
と
に
敦
賀
に
帰
っ
て
く
る
と
四
季
折
々
の
敦
賀
の
姿
を
見
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
敦
賀
と
言
う
街
を
見
直
す
良

い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
と
は
違
い
敦
賀
が
好
き
に
な
り
自
分
の
生

ま
れ
育
っ
た
街
に
誇
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
隊
に
選
ば
れ
、
こ
の
街
を
も
っ
と
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
四
季
折
々
の
敦

賀
を
少
し
で
も
出
会
っ
た
人
に
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

「
お
役
に
立
ち
た
い
！
」

文
村

ふ
み
む
ら

朱
里

あ
か
り

さ
ん
（
23
歳
）

私
が
都
会
で
の
生
活
を
終
え
、
敦

賀
に
帰
っ
て
き
て
、
一
番
強
く
感

じ
た
事
が
、
敦
賀
の
自
然
の
素
晴

ら
し
さ
で
し
た
。
都
会
に
出
て
は

じ
め
て
自
分
が
ど
れ
だ
け
恵
ま
れ

た
環
境
で
育
っ
た
か
を
知
り
ま
し
た
。

今
回
、
幸
運
に
も
「
観
光
敦
賀
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
隊
」
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
と
言
う
こ
と
で
、
生
ま
れ
育
っ

た
こ
の
敦
賀
の
た
め
に
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
な
ら
ば
と
と

て
も
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
敦
賀
に
関
す
る
知

識
も
少
な
く
、
敦
賀
の
み
な
さ
ん
の
お
役
に
立
つ
の
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
が
、
や
る
気
と
誠
意
を
持
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

問合せ　敦賀観光協会

1２２ー８１２８

研修中のキャンペーン隊（本隆寺）

研修中のキャンペーン隊（敦賀港駅舎）
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北
陸
新
幹
線
（
南
越
（
仮
称
）
・
敦
賀
間
）
の
環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
公
告

北
陸
新
幹
線
の
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
告
し
ま
す
。

平
成
十
二
年
七
月
一
日

日
本
鉄
道
建
設
公
団
　
総
裁
　
豊
　
田
　
　
実

【
事
業
者
の
氏
名
及
び
住
所
】

◇
名
　
　
称
　
日
本
鉄
道
建
設
公
団

◇
住
　
　
所
　
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
ー
十
四
ー
二

◇
代

表

者

総
　
裁
　
豊
　
田
　
　
実

【
対
象
事
業
の
名
称
、
種
類
及
び
規
模
】

◇
名
　
　
称
　
北
陸
新
幹
線
（
南
越
（
仮
称
）
・
敦
賀
間
）

◇
種
　
　
類
　
新
幹
線
鉄
道
の
建
設
に
係
る
事
業

◇
規
　
　
模
　
福
井
県
武
生
市
か
ら
福
井
県
敦
賀
市
間
　
延
長
　
約
三
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

【
対
象
事
業
が
実
施
さ
れ
る
べ
き
区
域
】

◇
起
　
　
点
　
福
井
県
武
生
市

◇
終
　
　
点
　
福
井
県
敦
賀
市

◇
主
な
経
過
地
　
南
条
町
付
近
、
今
庄
町
付
近

【
関
係
地
域
の
範
囲
】

福
井
県

敦
賀
市
・
武
生
市
・
南
条
町
・
今
庄
町

【
縦
覧
】

◇
縦
覧
場
所

日
本
鉄
道
建
設
公
団
　
名
古
屋
支
社
　
総
務
部
　
総
務
課

福
井
県
　
県
民
生
活
部
　
総
合
交
通
課

敦
賀
市
　
企
画
部
　
企
画
調
整
課

武
生
市
　
企
画
財
政
部
　
政
策
企
画
課

南
条
町
　
企
画
調
整
課

今
庄
町
　
総
務
課

◇
縦
覧
期
間
　
平
成
十
二
年
七
月
一
日
（
土
）
か
ら
平
成
十
二
年
七
月
三
十
一
日
（
月
）

（
土
、
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
十
二
年
七
月
一
日
（
土
）
は
、
日

本
鉄
道
建
設
公
団
　
名
古
屋
支
社
　
総
務
部
　
総
務
課
で
縦
覧
が
で
き
ま
す
。）

◇
縦
覧
時
間
　
九
時
か
ら
十
七
時
ま
で
（
た
だ
し
、
市
町
に
よ
っ
て
は
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

◇
意
見
書
の
提
出

準
備
書
に
つ
い
て
、
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見
を
、
書
面
に
よ
り
次
の
と
お
り

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

q

意
見
の
提
出
期
限
　
　
平
成
十
二
年
八
月
一
十
四
日
（
月
）

w

意
見
書
の
提
出
先

日
本
鉄
道
建
設
公
団
　
名
古
屋
支
社
　
計
画
工
事
部
　
調
査
役

〒
四
六
○
ー
○
○
○
八
　
名
古
屋
市
中
区
栄
一
ー
六
ー
十
四
　
御
園
座
会
館

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
○
五
二
ー
二
三
一
ー
○
○
三
六

e

意
見
書
の
記
載
事
項

イ．

氏
名
及
び
住
所
（
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
っ
て
は
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名

及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

ロ．

提
出
の
対
象
で
あ
る
準
備
書
の
名
称

ハ．

準
備
書
に
つ
い
て
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見
を
日
本
語
に
よ
り
、
意
見
の

理
由
を
含
め
て
記
載
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

日
本
鉄
道
建
設
公
団
　
名
古
屋
支
社
　
計
画
工
事
部
　
調
査
役

Tel

○
五
二
（
二
三
一
）
二
八
五
五

北
陸
新
幹
線
の
環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
告
し
ま
す
。

【
説
明
会
の
開
催
す
る
日
時
及
び
場
所
】

武
生
市
府
中
一
ー
十
三
ー
十
五
　
市
民
ホ
ー
ル
（
大
ホ
ー
ル
）

平
成
十
二
年
七
月
二
十
四
日
（
月
）

十
九
時
〇
〇
分
よ
り

敦
賀
市
東
洋
町
一
ー
一
　
　
　
　
プ
ラ
ザ
萬
象
（
小
ホ
ー
ル
）

平
成
十
二
年
七
月
二
十
五
日
（
火
）

十
九
時
〇
〇
分
よ
り

◇
お
問
い
合
わ
せ

日
本
鉄
道
建
設
公
団
　
名
古
屋
支
社
　
計
画
工
事
部
　
調
査
役

Tel

○
五
二
（
二
三
一
）
二
八
五
五

以
上

＜公告文書原本写し＞

北 陸 新 幹 線 の 計 画 の 概 要
＜ 昭 和 ４ ８ 年 整 備 計 画 決 定 ＞

区　　　間　東京都・大阪市間

（東京・高崎市間は上越新幹線を共用）

主要な経過　長野市附近、富山市附近、小浜市附近

線 路 延 長 約６９０km

速　　　度　最高設計速度２６０km/h

最優先着工要望区間
（福井・敦賀間　約５０km）

環境影響評価報告書案提示
工事実施計画認可申請要望区間

駅・ルート公表要望区間

北陸新幹線の早期実現に向けて！
平成８年３月にルート公表され、最優先着工

要望区間でもある「南越・敦賀間」の環境影響

評価の着手に先立ち行った方法書（平成 1 0年

1 0月公告）に続き、環境保全について広くみ

なさんから意見をお聴きするために、下記のと

おり「北陸新幹線（南越（仮称）・敦賀間）の

環境影響評価準備書」が公告されました。

介
護
保
険
で
は
、
要
介
護
度
の
定

期
的
な
見
直
し
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

が
自
分
に
合
っ
た
適
切
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
「
有
効

期
間
」
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
手
元
の
介
護
保
険
証
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
更
新
の
申
請
手
順
は
上
記

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

☆
ま

ず
、
有
効
期
間
の
終
了

が
近
づ
い
た
ら
（
お
よ

そ
２
か
月
前
）
、
市
役
所
か
ら
本

人
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
介
護

保
険
施
設
に
入
所
・
入
院
し
て
い

る
方
は
、
施
設
へ
お
知
ら
せ
し
ま

す☆
有

効
期
間
終
了
の
１
か
月

前
ま
で
に
「
申
請
（
更

新
申
請
）
」
を
介
護
サ
ー
ビ
ス
課

で
し
て
く
だ
さ
い
。
（
そ
の
際
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
・
介
護
保

険
施
設
に
代
行
し
て
も
ら
っ
て
も

構
い
ま
せ
ん

☆
申

請
が
行
わ
れ
る
と
訪
問

調
査
・
主
治
医
の
意
見

書
に
よ
り
介
護
認
定
審
査
会
で

「
新
し
い
要
介
護
度
と
有
効
期
間

（
基
本
的
に
は
６
か
月
）」
が
決
ま

り
ま
す
。

☆
そ

し
て
、
市
役
所
か
ら
結

果
通
知
が
届
い
た
ら
、

担
当
の
介
護
支
援
専
門
員
・
介
護

保
険
施
設
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

☆
な

お
、
要
介
護
度
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
、

「
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
の
見
直
し
な

ど
に
つ
い
て
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

※
　
有
効
期
間
の
途
中
で
も
、
身
体

の
状
態
が
変
わ
っ
た
場
合
に
は
認

定
の
変
更
申
請
を
し
、
要
介
護
度

の
見
直
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

更
新
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
者
・
介
護
保
険
施
設

ま
た
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
課
（
1

22
・
８
１
８
０
）
ま
で
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

確
認
く
だ
さ
い

要
介
護
認
定
の
有
効
期
間
！


